
保険医療機関届出一覧表 
当院は近畿厚生局長に下記の届出を行なっております。 

 

※基本診療料の施設基準等に係る届出 

・ 機能強化加算（初診時） 

・ 医療 DX 推進体制整備加算 

・ 療養病棟入院料 １  31 床  

・ 診療録管理体制加算 ２ 

・ 療養病棟療養環境加算１ 

・ 感染対策向上加算 ３ 

・ データ提出加算 1 

・ 入退院支援加算 ２ 

・ 排尿自立支援加算 

・ 地域包括ケア病棟入院料 １  ３６床  看護職員配置加算、看護補助者配置加算 

 

※特掲診療料の施設基準等に係る届出 

・ がん性疼痛緩和指導管理料 

・ 二次性骨折予防継続管理料 ２、３ 

・ 下肢創傷処置管理料 

・ 別添１の「第 14 の２」の１の⑵に規定する 在宅療養支援病院 

・ 在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料 

・ 在宅がん医療総合診療料 

・ ＣＴ撮影に使用する機器：16 列以上 64 列未満のマルチスライスＣＴ 

・ 運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 

・ 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅱ) 

・ 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 

・ がん患者リハビリテーション料 

・ 椎間板内酵素注入療法 

・ 外来・在宅ベースアップ評価料⑴ 

・ 入院ベースアップ評価料 35 

 

※ 入院時食事療養（１） 入院時生活療養（１） 
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各種文書料金表 

２０２5年 11月 12日現在 

普通診断書 ３，３００円～ 

身体障害者診断書 ６，６００円～ 

生命保険診断書 ５，５００円～ 

生命保険後遺症診断書 ８，８００円～ 

死亡診断書 ４，４００円 

臨床症状調査書 ３，３００円～ 

年金関係診断書 ７，７００円～ 

裁判所所定の診断書 ５，５００円 

施設入所用の診断書 ３，３００円 

自賠責診断書 ５，５００円 

自賠責後遺症診断書 ８，８００円～ 

自賠責診療報酬明細書 ４，４００円 

警察に提出する診断書 ３，３００円 

支払証明書 １，１００円 

診療明細書再発行 ５５０円 

  

※内容により料金が異なる場合があります。受付まで問い合わせください。 
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機能強化加算にかかる院内掲示

当院は「かかりつけ医」として、必要に応じて次のような取り組みを行ってい

ます。

● 健康診断の結果に関する相談等、健康管理に関する相談に応じます。

必要に応じ、専門の医師・医療機関をご紹介します。

● 保健・福祉サービスの利用に関する相互相談に応じます。

● 夜間・休日の問い合わせへの対応を行っています。

● 受診しているほかの医療機関や処方されているお薬を伺い、

必要なお薬の管理を行います。

● 日本医師会かかりつけ医機能研修制度 応用研修会を

終了しています。
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073‐433-4488

※和歌山県ホームページ内の「和歌山医療情報ネット」のページで

医療機関が検索できます。



看護職員の構成 
 

地域包括ケア病棟 

１日９人以上の看護職員（看護師および准看護師）、１日６人以上の看護補助者が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次の通りです。 

・午前９時００分から午後５時００分までの看護職員１人あたりの受け持ち患者数は７人以内で、 

看護補助者１人あたりの受け持ち患者数は 9人以内です。 

・午後５時００分から午前９時００分までの看護職員１人あたりの受け持ち患者数は１7人以内で、 

看護補助者１人あたりの受け持ち患者数は３3人以内です。 

 

療養病床１ 

１日６人以上の看護職員（看護師および准看護師）、１日６人以上の看護補助者が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次の通りです。 

・午前９時００分から午後５時００分までの看護職員１人あたりの受け持ち患者数は 14人以内で、

看護補助者１人あたりの受け持ち患者数は 7人以内です。 

・午後５時００分から午前９時００分までの看護職員１人あたりの受け持ち患者数は 14人以内で、 

看護補助者１人あたりの受け持ち患者数は 27人以内です。 
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当院における院内感染防止対策の取組

当院では、患者様やご家族、本院の職員、来院者などに対し、感染症の危険から守るため、感染防止対策等に積極的に

取り組んでおります。

感染防止のため、患者様等におかれましては、ご不便をおかけすることもあるかと存じますが、なにとぞご理解のほど

よろしくお願いいたします。

１ 院内感染対策に係る対策

当院では、以下の構成員からなる感染制御チームを設置し、診療所全体で感染対策に取り組んでいます。（常勤医師、

看護師、薬剤師、臨床検査技師）

２ 院内感染対策の業務内容

当院では、全ての職員が遵守する「院内感染対策指針」及び「感染対策マニュアル」を定め、標準予防策や感染経路別

予防策等に基づき、職員の手洗いや消毒、状況に応じた感染予防を実施するため、防護服等の着脱など有事の際の訓

練を実施しています。

また、１週間に１回程度、定期的に院内を巡回し、院内感染事例の把握を行うとともに、

院内感染防止対策の実施状況等を確認しています。

３ 職員教育

全職員に対し年２回の院内研修を実施し、感染防止に対する知識の向上を図っています。

４ 抗菌薬の適正使用

抗菌薬を投与することにより患者状態の改善を図ることができても、薬剤耐性菌が発生したり抗菌薬の副作用が生じ

たりすることがあります。

このため、本院では適切な抗菌薬を選択し、適切な量を適切な期間、適切な投与ルートでの投与により抗菌薬の適正

使用を実施しています。

５ 感染対策連携

本院では「感染対策向上加算３」を算定しており、「日本赤十字社和歌山医療センター」との感染対策連携を取っていま

す。
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『個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書』の発行について

当院では、医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進

していく観点から平成22 年 4 月 1 日より、領収書の発行の際に

個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行することと

いたしました。

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方について

も、平成 28 年4 月 1 日より、明細書を無料で発行することと致しまし

た。

明細書には、使用した薬剤の名称や、行われた検査の名称が記載され

ているものですので、その点、ご理解いただき、明細書の発行を希望さ

れない方は、会計窓口にてその旨をお申し出ください。
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医療情報取得加算に関する掲示

当院は、マイナ保険証の利用や問診票等を通じて患者様の診療情報を

取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めている医療機

関（医療情報取得加算の算定医療機関）です。

国が定めた診療報酬算定要件に従い、下表の通り診療報酬点数を算

定いたします。

正確な情報を取得・活用する為、マイナ保険証によるオンライン資格確

認等の利用にご理解ご協力をお願いいたします。

医療法人匡慈会
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区分 マイナ保険証利用

（情報取得同意）

点数

初診 する 1 点

しない 1 点

再診

（3 か月に 1 回）

する 1 点

しない 1 点



 

 

当院は、医療 DX を通じた質の高い診療提供を目指しております。 

● オンライン請求を行っています。 

● オンライン資格確認を行う体制を有しております。 

● 電子資格確認を利用し取得した診療情報を、診察室で閲覧・活用できる体制を有しております。 

● 電子処方箋を発行する体制を有しております。 

● 電子カルテ情報共有サービスを活用できる体制を今後導入予定としています。 

● マイナンバーカードの保険証利用の使用において、ポスター掲示・声かけを行っています。 

 

医療DX推進体制整備加算について 



                                  伏虎リハビリテーション病院

          2026年1月1日

○

○   1.0

     

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

                                                            

                                                            

当院におけるかかりつけ医機能について

当院は、発生頻度の高い疾患についての診療を行い、日常的な診療において、患者様の生活背景を把握し、適切な診

療･保健指導を行い、必要な場合には、地域の医師･医療機関と協力して解決策を提供します。この他、患者さんが適

切な医療機関の選択ができるように、当院の有する「かかりつけ医機能」に関する体制を以下のように報告します。

1.かかりつけ医機能に関する研修の修了者および総合診療専門医について

研修の修了者の有無/人数 無 有 有の場合 ⇒ 名

総合診療専門医の有無/人数 無 有 有の場合 ⇒ 名

2.一次診療の対応について

(1)一次診療の対応ができる領域

該当無し

皮膚･形成外科領域 神経･脳血管領域 精神科･神経科領域

眼領域 耳鼻咽喉領域 呼吸器領域

消化器系領域 肝･胆道･膵臓領域 循環器系領域

腎･泌尿器系領域 産科領域 婦人科領域

乳腺領域 内分泌･代謝･栄養領域 血液･免疫系領域

筋･骨格系及び外傷領域 小児領域

(2)一次診療を行うことができる発生頻度が高い疾患

該当無し

貧血 糖尿病 脂質異常症 統合失調症

うつ（気分障害、躁うつ病） 不安、ストレス（神経症） 睡眠障害 認知症

頭痛（片頭痛） 脳梗塞 末梢神経障害 結膜炎、角膜炎、涙腺炎

白内障 緑内障 近視･遠視･老眼
（屈折及び調節の異常）

中耳炎･外耳炎

難聴 高血圧 狭心症 不整脈

心不全 喘息･COPD かぜ、感冒 アレルギー性鼻炎

下痢、胃腸炎 便秘
慢性肝炎（肝硬変、
ウイルス性肝炎）

皮膚の疾患

関節症（関節リウマチ、
脱臼）

骨粗しょう症 腰痛症 頸腕症候群

外傷 骨折 前立腺肥大症 慢性腎臓病

更年期障害 乳房の疾患 正常妊娠･産じょくの管理 がん

その他の疾患（

3.医療に関する患者からの相談への対応について 可 不可

）


